
　農作業中に「ヒヤリ」とした経験はありませんか。
本研修会では、農作業における事故事例や安全対策についてお話しします。更に身近
な農業機械の正しい取り扱いや操作上の注意点など、安全に農作業ができるよう機
械を使用した研修も行います。

日  時 	 2023年3月15日（水）　午後13時30分～15時
場  所 	 佐久市有機農業研究協議会 実験農場
	 （（一財）農村保健研修センター西側）

講  師 	 JA佐久浅間 みなみ農機センター農業機械技能士
	 （一財）日本農村医学研究所　主任研究員  栁澤 和也氏

内  容 	 講義、実技指導（トラクター、管理機、刈払機など）

毎年、利用者からは
「自分で育てた野菜を食べることができるのは楽しい」
という声が聞かれています

有機栽培農園利用者募集有機栽培農園利用者募集2023年度
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場　　所 	当協議会  実験農場内（（一財）農村保健研修センター西側）
募集区画 	 16区画（１区画約35㎡）　※原則１戸１区画
使 用 料 	１区画 年間3,000円（税込）　※使用料納入後に途中解約した場合は、使用料の返金はありません。
使用期間 	 2023年４月１日㈯から11月末日
申込期間 	３月６日㈪から16日㈭の平日　９時から17時まで
	 �（一財）農村保健研修センター窓口にて利用上の規則を確認し、申込用紙に必要事項を記入してお申込

み下さい。結果は後日お知らせいたします。
	 ※新規申込者を優先し、応募多数の場合は抽選により決定いたします。

開 園 式 	４月１日㈯午前10時　実験農場管理棟にて（区画割抽選、利用上の説明、農園の栽培指導など）

問い合わせ　（一財）農村保健研修センター　電話 0267–82–5800

農作業農作業安全安全研修会研修会 要申込
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　皆さんが持ち寄った畑やハウスの土を測定し、その結果から
土づくりや肥料の使い方などアドバイスします

事前に測定したい土を採り、
よく乾燥し、ふるいにかけて
茶碗一杯程度お持ちください。

地表

作土層

採取

地表のごみ等を取り除き、上
下の量が等しくなるよう深さ
10㎝～15㎝で柱状に採る。
1つのほ場で4～5カ所から
採土し1つにまとめる。

採土方法

学習会のご案内 -土のpHと養分を測りましょう-

開催日時	 ４月５日㈬  集合  9時（終了は12時を予定しています） 

会　　場	 当協議会  実験農場管理棟 
	 （（一財）農村保健研修センター西側）

参 加 費	 土壌1試料200円
　　　　（一人2つまで、当日持参）

申 込 先	実験農場 平日９時～17時受付
	 TEL0267-82-5966
	 ※20土壌試料で締切ります

担当講師	� 長野県佐久地域振興局 
佐久農業農村支援センター	 和田慎太郎

	 当協議会・実験農場長	 井出　　明

　11月16日に（公財）自然農法国際研究開発センターの榊原健太朗
先生による講演会を（一財）農村保健研修センターにて開催しました。

適地・適作・適品種であれば有機栽培は出来るが経営
を考えると難しい点もあること。堆肥などの有機物を

毎年一定量を数年入れ続ければ、減量してもそれまで入れた土壌中
の有機物や腐食から無機化され、同じ効果が得られることなど、有機
栽培や自然農法の良い点や注意点などを丁寧に教えて頂きました。また、参加者からの質問にも丁寧にお答
えいただくなど、とても有意義な講演会となりました。

　11月12日に「市民交流ひろば」にて佐久市農産物青空マーケットが
開催されました。当日はお天気も良く、多くのお客様で賑わいました。
　当協議会では、実験農場で栽培した大根・ねぎ・白菜・かぼちゃ・
さつまいも・かぶ・ポップコーン・ヤーコン・じゃがいもを販売し、
とても好評でした。当協議会の活動内容について興味
を持った購入者からご質問もいただきました。
　今後もこのような行事に参加し、有機農業について
発信し続けていきたいと思います。

講演会を開催しました

佐久市農産物青空マーケットに出店しました

テーマ 家庭菜園における有機栽培
有機物活用と野菜栽培のポイント

感  想

「3年ぶりに現地開催となった講演会」
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